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退 職 を 迎 え て

第5代 学長 久 保 良 彦

本 年6月30[で 学長職 の任 期が満 了 し退職 いた

しま したa振 り返 ってみ ます と,旭 川医科 大学 の

設置(1973年9月29日)と 同時 に開設 された8講

座.9学 科 目の ・つ、外科学第 一講座(主 任鮫 島夏

樹教 授)の 助教授 の辞令 をいただ いたのが 同年11

月16日 で した 。従 って本 学に はほ ゴ30年 の長 きに

亘ってお 世話 にな ワた ことに な ります。 この 問、

実 に多 くの方々 とめ ぐり会うことができ ましたQ
"人 生 とは常に ・定の人 々だ けが招かれて いる一

つの 出会いで ある。ただ その招待 は=度 と再 び繰

り返 され ることはな い"(H,力 ロッサ)

い ま私 はか けが えのな い出会 いの数 々を思 い、

深 い感慨 を覚えてお ります。

「イ ンター ン」の時に外科に惹かれた私 は外科医

の道 を選 び 、北大 第2外 科 に入局 しま した。2年

間 の初期 研修 先 となった 、当時の 国立北海 道第2

療養 所(通 称簾 舞 療養所)で は 、J'度 肺結 核 の手

術療 法が最盛 期 を迎え、 多数の手 術がお こなわれ

て お りま した。そ こで私 が強 く印 象づ け られた こ

とは1外 科 手術 に最 も大 切な ポイ ン トの ・つ は血

管処理にあるので はないか とい うことで した。

研修 出張 か ら医 局 に帰 って2年 後 にr定 年退官

され た奥 田義 正教 授の後任 として 着任 され た杉江

『郎教授 は世 に知 られた心臓 血管 外科学 の泰 斗で

あ りま した。 この先生 に是 非血管 外科の 手ほ どき

を受 け、第 ・線で 働 こ うと考 えて いた私 が、そ の

後 ミイラ取 りが ミイ ラになったよ うに、血 行 叫建

あ る いはそ の材料 を対象 と した臨 床研究 に どっぷ

り漬 か り、さ らに この間 、初 期研修 で手 ほ どきを

受 けた肺 結核 の外科 か ら肺癌 主体 の呼吸器 外科 を

千が け るよ う にな った とい うのが 、私 の外 科医 と

しての個 人歴 です。 どうや ら恩師 のひ と り、杉江

三郎 先生 との川会 いが我が道 を決 定づ けた 最 大の

要因であったように思え ます。

と ころで蛸壷 の よ うな狭 い世界 の巾で 、己 の無

知 を知 らず にそれ な りに 幸せ に終 わる 予定 で あっ

た外科医 と しての私 の人生は 、1997年7月1itか

ら激 しく揺 さぶ られ る ことにな りま した。 本学 の

学 艮職 に就 き、それ まで と全 く異 なる環境 に戸惑

う中で、=つ の 大きな衝撃 を受け ま した。 そ の最

も大きな衝撃はわが国の医学教育の在 り様で した。

ご承知のように明治維新後わが国ではそれ まで

の漢方医学に代わ り、 ドイツ医学が採 り入れ られ

ました0そ の当時の ドイッ医学の研究 ・教育の基

本様式がそのままに受け継がれて現在に至ってい

るという思いがしたのです。

もちろん、恥ずかしながら私 もその中で過 して

きた一人で、いか に医学教育に無関心に過 して来

たかを如実に示す ものですが、それだけにその改

革を考えるに当たっては、丁度 内分が通ってきた

方向と止反対の道 を辿ればよいことは容易に解 り

ました0

幸い本学教職員の皆様のご理解 とすばやい対応

によ=7て、teachingか らearningへ 、タテか らヨ

コへ(カ リキュラムの統合化)あ るいは体験学習

の藁視などの改革を実行に移す事ができR令 国的

にみても医学教育改革を進める先頭集団の仲間入

りができました。

次に受けた人きな衝撃は国立大学の法人化 と統

合再編の問題で した。いずれも国立人学の構造改

革につながることで、とくに前音は学長就任 とほ

ぼ時を同じくして提起されま したa何 かよく解 ら

ぬままに、国立大学の独立法人化から民僧化 まで

様々な憶測が飛び交い、果てはどこそこの大学は

消えて しまうといったことがまことしやかに囁か

れるなど、ある期間全園的に悲槍感のようなもの

が広がっていたことが思い出されます。

さまざまな糾余曲折があった後、案外すんな り

明年4月 からの独法化移行が決定 されました。そ

していま、各大学がその対応に懸命な様 ヂを知る

につけ、矢張 りわが国の国立大学は構造改革を受

け入れなければな らない大きな問題 を抱えていた

のかと深 い感慨を覚えます4も ちろん国 、e..」一大学の

法人化は,そ れ 肖体が日的ではな く、国立大学が

教育.研究 という使命をよ りよく果たす1:で の手段

であることは申すまでもありません。

終わ りに、私が学長在任中念仏のように唱えて

おりました諮葉="大 学は学生のため.病 院は患 者

のため"に 在る1を 旭川医人の皆様にお贈 りしt

1後益々のご発展を祈念申し上げます。
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学長 に就 任 して

学 長 八 竹 直

この度 、久保前学 長の後 を引き継 ぐことにな り

ました.大 学の制度Lの 大変 革期 に人 役 をお 引 き

受けす る ことにな り、身の 引き締 まる思 いが して

います。

私 は初代 泌尿器科学 講座 教授の黒 田一秀 先生が

第2代 学 長にな られた の に伴 い、20年 前の昭和58

年夏 に第2代 泌尿 器科 学教授 に呼 んで いた だいた

のですが、その私が第6代 学長 をお 引き受けす るこ

とになる とは夢 に も思 いませんで した。黒 山元学

長の頃 も当大学 は まだ まだ創設の 途 上で 、難問山

積 の時期で あ りました が、私 に巡 って きた この時

期 も法人化 をひかえ 、非常 に難 しい問題 が1』積み

です8

当面、学長 として の私 の最大 の仕 事は現 在の制

1_か ら、 国立大学法 人によ る大学 運営 に円滑 に移

行す ることで あると思 っていますa

国立大学 法人法が}f成1,5年7月9口 に成立 し、

運営組織の骨子は見えて きていますが、細部は まだ

まだですPし か し木番まで後8ヶ 月しかあ りません.

私は1繊 細 ・柔軟且つ迅速」をモ ッ トーと した いと

思 っていますが、まさに 「迅速性 」が必要ですq

法 人化 によ る人学 運営の 変更点 の概 略 を紹介 し

た いと思 います。

まず 、大学のlll式 侶称が 「国 立大学法 人旭 川医

科大学」 とやや長 くな ります。

大学 の運営組織 が 大き く変 のますO'1秋 学 で は

学 艮の他 に4人 の理事か らな る 「役員会」 を間 きま

す 。 また主 と して大学経営 を審議す る 「経営 協議

会 」 を設置 し、教 育、研究 につ いて の審議 は 「教

育研Lpl会 」 が行 います0理 事 の1人 と経 営協

議 会 の半数 の委 員 は学外 の 行識 者 にお願 いす る こ

とにな り,経 営 に透 明性 を持た せ る事が 要求 され

て い ます。

人学運営 の経 僧 資金は文部科 学省か ら交付 さ血

る ・定 の運営 費交 付金、附属病 院収 入、授業料 、

科学研究 補助 金や寄 付金な どですaこ の中で は当

然附属病院収入が ・番大きく、附属病院の経営が

大学にとって極めて重要になります0

これらの組織のもとに、大学はbを 期限とす

る 「中期日標・中期計画」を作成 して文部科学大臣

の認可を受け、これに則って運営 し、その成渠は

公的機関によって評価 され ます。それゆえこれか

らは常に一歩前進 した改革 ・改善が求められます0

しか しこれ らはすべて法制度改革 による人学内

部の問題ですQこ の改華によって大rの 本来の任

務である教育 ・研究 ・診療は更なる向上が求め ら

ねることにな ります9す なわち附属病院では患者

さんに対 しては今まで以kに 安全で高度な医療サ

ービスを提供 し、学生敏育を充実 し、研究もます

ます高度な成果が得られる努力をして社会貢献を

進めねばな りませんO

法人化 と教育に関 してもう少 し詳しく述べたい

と思います。最も関心があると思われる授業料は、

一定の幅で上Fさ せることはlll能だと言われますv

しか し急 に変える事は現実的ではないで しょう、

また現在複数のカリキュラムが逓行ll1で、これを

継続する必要があ ります6し かし不都合な部分に

関しては、迅速に改善していこうと思っています。

授業や実習の改善については授業評価が大切です。

そのためには学生か らみた授業評価は大きな意味

を持っています4教 育方法改善に対する重要な意

見として、このi'価 には真剣に対応 してほしいと

思いますa

また来春から新医師卒後臨床研修制度が始ま}〕

ます。まだまだ制度上に不明な部分がありますが、

臨床研修セ ンターを巾心に、より良い研修が出来

るような体制整備 をしていこうと思っています。

今大学ならびに大学病院にはここで書ききれな

い色々な改革 ・改変の問題が一度に押 し畜せてき

ています。これ らの問題 を改革 しながら走 り、走

りなが ら改革 していくしかありません。どうぞ旭

川医科大学の改革のために協力をお願いします。
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旭川医科大学に感謝をこめて

前副学長 片 桐

旭川医科大学での教官生活を終え、この度副学

長職任期満 了で退官 しました。この間大過な く過

ごせたことは、皆々様の御援助、御協力の賜 と感

謝しております。

私は1第=病 理学講座初代教授板倉克明先生と

研究領域(免 疫遺伝学、HLA研 究)が 同 じである

こと等によ り,1974年 に国立がんセ ンダー研究所

か ら旭川医科大学第二病理学講座助教授 として赴

任 しました。1975郁 墓礎研究棟がr.し 、運動場

のよ うな研究室に機器が ・つづつ運びこまれ.培

養細胞を増や したり、マウスを徐 々に増やして研

究体制を整える過程は、熱気にあふれr創 設の喜

びを皆で分かちあいました。当時は最新の機器で

研究 を立ち ヒげましたが、その後の技術革新のう

ね りは高く.単 クロー ン抗体作製、遺伝子操作動

物の作製、HLA遺 伝子領域のDNA解 析、ペ プチ

ド解析のために新 しい技術を導入し、そのために

次 々に新しい研究機器購入に奔走 し、現在は創設

当時の様子を残 さず、21世 紀の研究にふさわ しい

研究室に変身しています。 この悶、大学内外の研

究仲間の御協力を得て新 しい研究成果を得ること

がlf;.免 疫学,HLA研 究に微力ながら貢献出来

た と思っています。病理学教室での研究生活 を終

えた教官、大学院生.研 究生は、現在それぞれの

分野で揺躍 してお りr私 が望んで も果たせなかっ

た一流雑誌～研究成果を掲載する迄成長 し、21世

紀の医学を背負ってくれることでしょうu

最近7年 間は、副学長として大学の運営にたつ

さわ らせていただきま した。教育改革に始ま り、

脳死判定基準作 り、道内国立大学 との統合基本方

針作 り、国 立大学法人化後の中期 目標巾期計画案

作 り等々を手がけ、未だ運用 されていないものも

ありますが、これか らの人学運営に何らかの役に

立ててもらえればと思っています。特に副学長就

任後すぐに教育カ リキュラムの全面見直 しに取 り

くみ、その良い成果を耳にするようにな りましたn

年 々増 加す る医学 知識 、技 術 への対応 、病 める 人

を診れ る医療 人育成 を日指 して 、入学 早期 か ら口

的意識 を持 ち、 自ら考 えそ して問題 を解 決 して い

け るよ うな新 しい カ リキ ュラム を作 り、皆 々様 の

御 協力によ り改 革 をすす めて まい りました。 一昨

年 「モデ ル ・ユ ア カ1」キ ュラム 」が発表 され,こ

れは旭 川医 大のす すめ て来た改革 方向 と殆 ど一 致

す るものであ り.い ち早 くこの4月 か ら参 加型臨

床実習 を と り人れ 、実践 的臨床能 力を 身につけ る

新 しいカ リキ ュラムを 発足 させ ま した。 平成17年

3月 に新 カリキ ュラムで学んだ学生が巣 ㍍ちます。

彼等 の将来の 発展を楽 しみ に見守 っています。

旭川 医科 大学 は平成m年4月 に国 、!.から国 立大

学法 人へ移 行す る明治以 来の大変革 の時期 を迎 え

て いますvこ の激 動の時期 には 、 これか ら活躍 し

てい く皆 々様の 若い力 と叡 知 を結 集す る新 しい体

制が必 要で、新 しい大学 形態を組織 し.21世 紀 に

活躍す る医療 人の育成 と 先端医療 の提供 に遡進 さ

れます ことを願 ってお りますO

この29年 間 の大学生活 を終え るに際 しま して、

これ迄研究 、教 育、大学運 営に関 わ りを持 って く

ださいました皆々様へ、心か ら感謝 申 し1一げます0

旭川医科大学 の一層の 発展を祈念 申し 」"げます。
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退 官 に あ た っ て

前副学艮(前 病院長) 牧 野 勲

私は昭和63年8月 から現在迄の15年 間、旭川医

科大学内科学第二講座を担当し、平成9年8月 か

ら6年 間は病院長をさせて頂きました9こ の間、

皆様 には人変お世話にな りましたが、ここに任務

を満了して退官する事にな りました。 これはひ と

えに学長先生はじめ教綬会の先生方、大学な らび

に病院職員の皆様方か ら賜 りました多人なご支援、

ご協力、ご指導のお陰であ り、ここに厚 くお礼申

しあげますb

この15年 間で世の中は急速に変わ り、大学も病

院もそれをとり巻 く環境が激変 しました。とりわ

け病院長佳任中は時代を反映 して数 々の岡題に遭

遇致 しましたが、その内でも平成ll年 度から開始

されている病院再開発は大事業で した。現在は1

期丁事(新東病棟増築、検査部および材料部新築)、

2期 工事(1日東痢棟改築.手 術室改築)が 終了 し、

3期1:(西 病棟改築)が 蓄手寸前にありますが、

これが終rす ると診療体制は臓器別に移行 します。

この再開発事業はこのところの経済不況によ り他

大学では完全凍結 されておりますので極めて幸運

でしたnF`は 平成17年 度まで続く予定ですが、

これからも順調に椎移することを願ってお ります0

時を同じくして大学病院の経営改善が強 く叫ば

れ ましたので、私はそれ らの対応策として院内組

織を見直し、特に、巾央診療部として経営企画部、

総合診療部、周産母子センターな どを立ち上げて

経営基盤の強化を計 りました0今 後はこれ らによ

る成果が待たれるところですが、来年4月 から大

学は法人化されますので、病院の経営改善には 一

層の 】二夫と努力が求められると思いますaま た、

大学病院における医療車故が社会岡題 にな りま し

たので,事 故防 止対策のため,侠 療安全管理部を

設置 しましたが、幸い順調に機能 してお りますの

で.私 共の病院が医療事故のもっとも少ない病院

として全国的に評価 されている事は嬉 しい事であ

りますQど うか皆様には今後 とも医療事故防止に

特段の注意をお獺い中しあげますe

私は病院長の在任中、旭川医大病院が21世 紀に

相応しい病院 となるようハー ド面の整備に努めて

まいりましたが、これからは ソフ ト面の運営を如

何 に行うかが課題 とな ります。職 員の皆様方には

全 員が ・枚岩となって協力され、旭川医大病院が

地域住民に開かれた病院 として大きく発展されま

す ことを願って居ります。

一・方、私が15年 間、担当 した第二内科教室です

が、当科の担当領域は広範囲ですので、4グ ルー

プ(肝臓、膵臓、糖尿病、内分泌 ・膠原病 ・神軽)

を組織 し.教 室の運営にあたってまいりました。

教室員は各チーフを巾心 に活躍 し.着 実 に成果

を拳げてお ります ことを私は頼 もしく思 ってお り

ます。 しかし、最近は人学病院の体制変化に伴 い

日常業務量が急増 し、教室員全員は多忙 を禰めて

お りますが、その中にあって諸問題を積概的に処

理 している姿にはチームワークの良さを感 じますU

特 にマンモス学会であるH本 消化器病学会の第

88回 総会(平成14年4月)を 地元の旭川において盛

会裡に終える事が出来ましたことは感銘深いもの

があり、私は有能な素晴 らしい教喧員に恵まれた

事を感謝 してお りますPそ して私は教室の運憎方

針 として、教室員には 「医学の進歩に対す る由ら

の向上心」と 「医師 としての平常心(モ ラル}」 を

持ち舎わせる事をくり返 しお願いしてまいりまし

たが、今後 もそれを持 ち続けてほしいと願 うて居

ります。

長い間、大変お世話になY}ま したa誠 に有難 う

ございました0

一5一



副学長に就任 して

副 学 艮 塩 野 寛
^詮

この度,8月1日 付で教育 ・研究及び厚生補導

担当の副学長に就任しました。来年4月 よ り大学

が独立法 人化 を向か える一方、6年 間の中期目

標 ・中期計画をたて牛き残 りをかけた重大な時期

での就任にその責任の重さを痛感 しているところ

です。

他方では名義貸 し、医局への賛助金な ど大学の

医局とお金の透明性 をもとめた世間からの大きな

流れが、大学内に調査委 且会を設置 して事実関係

を明らかにするという時期にもぶつかりました。

毎口、日先のことで時間が過 ぎていっています。

今年、設立3〔}周年 を迎える旭川医大の使命は、

地域社会の要請に即 した医学 ・医療に携わる人材

を育てること、医学 ・看護学の研究 を推進する こ

と、そして第一線の先端疾療 を行 うことです。こ

れ らを総括、椎進する学長を補佐 し、効果的な組

織運営を大いに進めようと考えています。

本学の教育理念には、「1)医 療の贋を向上させ

地域医療問題を解決することによ り社会に貢献 し、

患者の苦 しみ を理解 しその改善に最善の努 力を尽

くす高度な実践的臨床能力を有 し、患者の人権 、

生命の尊厳、α}L等に高い生倫理観を有する良い医

師及び看護職者を育成する。2)医 学 ・看護学に

関する巖先端の高度な研究を行うための豊な人間

性 と幅広い学問的視野を持つ優れた研究 ・医療実

践者の養成 に努める。3)医 学 ・看護学の教育 ・

研究及び医療活動を通して国際判:会との連携を深

めその発展に貞献する。」と掲げている。 平成10年

以来、医学科 ・看護学科とも1病 める者 を思いや

る医療 人 と して の倫 理観 と地 域の医療 事情 を理 解

し.地 域 医療 に貢献 す る資質 を身 につけ るた め、

教育 カ リキ ュラム を全 面的 に見直 し、1年 目か ら

の早期体験 実習,2段 階 チ ュー トリアル教 育、統

合力1」キュ ラム 、臨 床実習 コア カ リキ ュラム 及び

クIJニ カル クラークシップ、OSCE(客 観的臨床能

力試験)、 スキル ズ ・ラボ ラ トリーの充実,僻 地 医

療実 習 の必修 化な ど学 生の積 極参加 型講義 ・実 習

を中心に改革を進めて きた。

多彩な学 生の 人材 を獲得す るため 、入学選抜 方

法 を前 ・後期試験以外 に推薦 入学 、AO人 試、学 士

入学 を現 仕行 ・コて いる。多様 な能 力を もつ優秀 な

学 牛間で切 磋琢磨 し、視野 の広 い人間性 豊かな 学

上が多 く生まれ、国 内外 で活 蹴す る環境 作 りが 教

育担 当副学 長の責務 と考 えてい る。 関係各所 の御

支援 をよ ろしくお願 いしたい。
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副学長(附属病院長)就任の御挨拶

副報 ㈱ 長)石 川 睦 男

1

`

1977'8月 、旭川医科 人学 に助]三として赴任 以

来、 本学 にお世話 にな って27年 目に 入りま したa

1967年 北海道 大学 医学 部を卒業 しま したが.当 時

は、 イン ター ン紛 争の 真最 中で した。 卒 業後1年

間、 それ までの インター ン制度で はな く、白分達

で 白主的 に作成 したプ ログ ラムで 実地 修練 を行な

いま した。 イン ター ン制度 はその 年で廃 止にな り

ま した。臨床系 の大学院 も全員が ボイ コ ッ トして

お りましたので、1968年 北大産婦 人科 に人局 した

私 は、研 究面で は、臨床 の傍 ら、北大応 用電 気研

究所 に通 い、学位 取得 まで に6年 かか りま した。

そ の後WHOの 研究 員と して、ニ ューヨー クの ロ

ックフェラー大学 にあるポ ピュ レー ションカウ ン

セル にて 子宮収縮 に関する内分泌 学的研 究を し ま

した。1977年 帰国後 旭川医 科大学 に参 りま した。

1期 生が5年 生の時 ですq当 時 は人 も物 もな い、

ただ若 さと希望 だ けは醸る教室 で、清 水莉也教授

(元学長)を 頭 に全 員が 一 つの家 族のよ うに ノ」

を合 わせて頑張 りた こ とを懐 か しく思 い出 します。

1983年 、産i婦人科 学教室の 協 力を得 て,ニ ュー ヨ

ー クで コー ネル大学 の産婦 人科のr助 教授 と し

て研 究、 引き続 きヘル シンキ大 学で客 員教授 とし

て臨床 に従 事致 しま した。 この留学 した期間 を除

くすべて の時間 を旭 川医科 大学 で踊 こ したわ けで

す。

私 の これ まで の産 婦人科 医 として の研 究、 臨床

および教育 に関 しま して簡 単に述べ ます.

(1)活 性 酸素 消去 酵素 の卵巣癌 の発現 さ らに 、

黄体 機能の 局所 調節因r1・として 、黄体 形成退

縮 に関与 していることを明 らか にした。

(2)不 妊治療 の体外受精 、顕微受精 な どの 牛殖 補

助技 術 に先進 的 に取 り組み 、 日本で トップ ク

ラスの成績 をあげて来 た。現在 は、厚 牛労働

省 と、北海道 か ら指定 され た不 妊相談セ ンタ

ー と して、本州 か らも不妊相談 を受け ている。

また、精子形成 に重要 とされて いるY染 色体以

外に 初めて 無精f症 の原因遺 伝 子SYP3を 同

定 したG

(3)婦 人科 癌治療 では低侵 襲外科 手術 を[指 し横

極的 に内視鏡手 術 を導 人 してお り、道内で は

有数の症例数 を有す るまでに至 っているd

(4)周 産 期医療 にお いて厚生科 学研 究班 にお いて

本邦 の妊産婦 死亡 の調査、 分析 を行 い、そ の

対策を提言 した。

(5)教 育 面で は教育課程 編成 小委 員会 にお いて、

コアカ リキュ ラム に基 づ いた ク リニ カル ク ラ

ー ク シップを含め たコア臨床 実習 な どの新 、

新 々カリキ ュラムの策定 に携わった。

『旭川医大病院ニ ュー ス』第85号 で も述べ ました

が 、私は大学病院 の使 命は医学 教育 とEBMに 裏付

け され た高度 先進 医療 の展開、 さ らに卒前r卒 後

の臨床教 育で ある と思 って い ます9ま た.医 療の

質 については 、最 も重 要な もの は、安 全性 である

と患 ってい ます。医療択 当の副学長 ということで、

病 院長 としてr病 院の運営面 にも責任が あ ります。

旭川医 大病 院 の 目標 と して、 中長期計 画 とマ ネー

ジメン ト改革 に もられ た3つ の]標 、医療の質 の

向E:、 病 院運 営の改 善 と効 率 化 につ きま して は、

医大病 院ニ ュー スに詳 しく述べ ま した。3つ め の

医療従 事者の 教育の 充実 につ きま しては 、人学 当

初 のアー リー エ クスプ ロー ジャー 、コ ア臨床 実習

に対応 す る クリニ カル クラー クシ ップ教育 の充実

が 重要であ る と思 いますP卒 後教 育にお いては 、

明 年か ら卒後 臨床研修 が義務 化 され ます。 歴史 は

繰 り返 す と言 います がs奇 しくも2度 の 医学教 育

の 大 きな転換 期 に薦 面す る ことにな ろう とは、思

って も見ない ことであ りま したD

卒後教育 につ いて は、卒 後研修 セ ンターの機能

を強化す る ことによ'/4研 修 プ ログ ラム を魅 力的

で 充実 した もの に し、本学 は もとよ り広 く他 大学

出 身の研修 医の集まる研修病院を 日指 します。

問題山積 を実感す る この頃です が、 自分 白身 の

経験 を踏 まえ、旭 川医科 大学 の発展 と充 実 に医 療

担 当の副学 長 と して、全 力 を尽 くすつ もりでお り

ます9皆 様 の御 協 力と御鞭 健 をよろ しくお願 い申

し}:げ ますb
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図書館長就任あいさつ

病理学第 構 座 教授 小 川 勝 洋

この度.旭 川医 大附属図書館 長 を拝命 いた しま

した。

図 喬館 には、研究推 進の支援 、学 生教育 の支援.

地 域住 民のd三涯学 習の支援 な どさまざまな使 命が

あ ります が、それぞ れの利用者 の方 々に とって図

書 館 が利用 しゃす い もので あ ります よ うに努 めて

いきたい と思います、

研 究す る者の立場 でい うと、図 書館 の機 能 は こ

こ数 年で大 き く変わ りま したaそ の最 も大 きな理

11τは インター ネ1ソトの普及 と電 了 ジャー ナル の普

及 による と思 いますn以 前の図 書館 は蔵 書 を揃 え

た情 報バ ンクと しての機能が1{で した が、現仕 では

情 報パ ン クを大学 の外 に想 定 し、利珊者 に効 率 良

く必 要な情 報 を提供 す るた めの 中継所 と して の働

きに変わ って きた と思 います。 おそ らく、 この 傾

向は今後 もますます強 くな るものと思 いますa

私 自身 の図書館 の利用の 仕方 を紹 介 させ て いた

だ きます と,以 前 とはず いぶん変 わ りま した。以

前は時間 がある時 に新着 ジャ0ナ ルのテ0ブ ル か

ら自分の研 究分野 に関係 ある ジャーナル をめ くっ

て必 要な もの をコ ピー した り、論文 の文献欄 か ら

必 要な ものを コピー し、そ の巾か らさらに孫 引 き

して い くとい った具合 に して必要文 献 を集 めて い

ま したが 、その よ うな ことは今は ほ とん ど しな く

な りま した。われわ れの分 野に関係 あ る新着 ジャ

ー ナルは現 在では ほ とん どオ ンラ インで 見る こと

がで き ますか ら、わ ざわざ 図書館 にい くこ とは あ

りませ ん。 また 、何か を調 べる時は まず 自分 の机

のkの ノー一トパ ソコ ンでPub-MedかTblnetの 画面

を開 き、キ0ワ ー ドを打 ち込み ます。 捜す ものが

限 られ てい る時 には きつい検索 をか けます し、広

く捜す時 には緩 い検索 をか けて 多数 の情報の 中か

ら関係 あ りそ うの ものを見 つ けー アブス トラク ト

を開いて斜 め読み し、必要な らそれ を印刷 します。

また、何 か につ いて全体 的 に知 りた い時 には キ0

ワー ドの ほかにreviewと 打 ち込 んで最 新の総説 を

捜 しますe目 的に応 じて検索 のか け方 を変える よ

うに して いますが 、それ によって必要な情 報を 入

手する効 率がず いぶんちがいます0

次 に印刷 したアブ ス トラク トを秘書の 方に渡 し

てPDFフ ァイルを印刷 して もらいます。 まずPub・

Midか ら直接PDFフ ァイ ルが取 れ る か ど うか を

試 します が 、実 際 か な りの数r取 る こ とが 出来

ます。 も しだめな ら次 に図 書館 のホーム ペー ジに

行 きそ こか ら取 れるかど うか試 します。A-Zま での

ジャーナル リス 】・の中にな くて もScienceDirectや

HighWirePressな どのサイ トか ら入'」て取れる も

の もあ るのでそれ らを試 します。 それで もだめな

ものは図書 館で冊f体 で購 入 している ものであれ

ば コピー を とって きて も らいます し、な ければ 学

外か らコピー を取 り寄せ る手続 きを して も らい ま

すP学 外文 献 は現 在国内 の大学 に依 頼 して お りま

す が、 これ か らはア メ リカ合衆国 の大学 に もコ ピ

ーの依頼 をで きるよ う予続 きをす る予定で 、千数

料 はやや 高 くな りますが時 間的 には早 くな るよ う

です。

今や学 内ではマ イパ ソコ ン=図 書館 という夢 の

よ うな時代 で.図 喬館の利 川 に関 してず いぶ ん便

利 にな った ものだ と思 います0し か し、図書館 の

運 営には膨 人な 費用 がかか って いますnそ のうち

の最 も大 きいの は外国雑誌 の購 入費で1し か もそ

の額 は毎年 、前年度 の1礪 ずつ高騰 して います4残

念 なが ら図書 館予算 は毎fiほ とん ど決 まって い ま

す ので図 樫館 サー ビ スは 、学 内のニ ー ズの高 い も

の を優先せ ざる をえません。 それで も、 コス トパ

フォーマ ン スを 考える と利用 頻度が 高いほ ど割安

にな ります.パ ソコンが曹手 な方 には図書館職員

が 出前で利用 法 を教授 す るよ うなサ ー ビス も検 討

してお 匂ます ので、 大い に図 書館 を利 用 して いた

だ きたい と思 い ます0ど うぞ 、よろ しくおねが い

いた しますD
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就 任 ご 挨 拶

硝 学瀞 教授 服 部 ユ カ リ

(

1

私は、 本年4月1口 山形 大学 地域 看護学講座 の

教授か ら、本学の看 護学講座 の老 年看護学担 当の

教授 として赴任 して 参 りま した。地 域看護学 か ら

老年 否護 学 隔～と不審 にお思 いにな る方 もお られ る

か と存 じます。そ の理山 を述べ る ことで就任 の ご

挨拶 とさせて いただ きた い と思 います。 これ は私

の研究 テーマ と職歴 に関係 して います。私は学 生

時代 、恩 師が痴 呆性 高齢 者(当 時 は このよ うな表

現 ではな くiiけ 老人"と い う表現 しかあ りませ

ん で した けれ ど)の ご家族 の電 話相 談に根気 よ く

応 じてお られた こ と,家 族 会で的確 な助言 を され

て いた ことな どを、問近 に見る こ とによ ・〕て、 白

分 も在宅 で痴呆症 や脳血管 疾患 の後 遺症な ど障宮

を持 ちな が ら生活 して いる高齢者 とその ご家 族 に

役立つ看護 と研究 を した いと思 うに至 りま した4

しか し、'11時 琶年看護学 という科Hは な く、成

人看 護学 の ・部 と されてお り、 まだ、 目木 の看 護

界 では高齢 者の 看穫 につ いては 、あ まり注 目され

て い ませ んで した。 また 、当時 の高 齢者が 置かれ

て いた社会状況 を振 り返 る と、痴呆 症や寝た き り

の高齢者の問題はfig:化 しっっある状況で したが、

MIが 人所 ・人居で きる施設 は現 在よ り種 類 も

数 も少な く、 また、わずか な在宅 サー ビスに も救

貧的色合いが強 く、利 用に制限があ りま したv

そのよ うな 中で私 はtと にか く在宅の障害 高齢

者の看護がで きる ところに と患 い、 先駆的 に訪 問

看 纏 を実 施 して いた病院 に就職 しました。 まだ 、

訪 問看護 に何 の報酬 も与 え られ な い時期 で した。

病棟勤務 を経た丁 訪問看護部門 に異動 しま した、

そ こで、往診に同行 した り訪問看護 をす る うちに、

・つの病 院だ けでは解決 で きな い問題 を抱 えて い

る障害高齢 者 とご家族が 多 い こと に気 づか され 、

次 第 に近 くの病 院 のソー シャルワー カー一や 、 市の

福 祉担 当者、傑健師 な どと交流 を持つよ うにな り、

地域 での病院 も含めた連鵬 の重要挫 とそ の困難 さ

を知る ことがで きま した。

そ の後 も在宅の障書 高齢 者 とその ご家族に関わ ・,

て いる うちに、 老年 看護学 の教育 ・研究 の道 には

いる ことにな6)ま した。 また、前 任地か ら地域 看

護学 を担 当す るよ うに とお 話が あった ときはr迷

いなが らも地 域看護 学の在宅 ケ アを中心 とした領

域な ら、な ん とか職 實を果たせるであろ うと思い、

また少 し異な った 視点か ら老年看護 学を 見てみ る

の に も良 い機 会だ と思 い 、お 引 き受 け した次第 で

した。確か に、地城 とい う広 い視点 で高齢 者の健

康 の維持'増 遊や障 害高齢 者への 対策な ど得 る こ

とは多 々あ りま した。

しか し、何 年かk地 域看護 学 の視点で障害 高齢

音とご家族 をと らえて いる ことに、隔靴掻 痒の感

をおぼ え 、老年看護 学 をや りた い とい う思 いが抑

えがた くな りま した。そ んな時 、誠 に幸い にも本

学 に就 任 させて いただ き、 老年看 護学 の研 究 ・教

育 がで き、充実 した 口々を送 る ことが で き、感 謝

してお ります。

今後は、感性 と知性 と豊かな人間性 を白 ら高めて

いけるよ うな学生の教 育に励みた いと思います0

研 究は 、在宅障害 高齢 者 とそ の ご家 族へ の支 援

に関わ るテーマ を中心 に続 けますが 、寒 冷地 とい

うフ ァク ターが 関連 して い るか どうか な ども興味

深 いところです8

また,地 域 の在宅 ケアや高齢者 の入所施設での看

護 と介護 の いっそ うの質 の向 上に微 力なが ら関 わ

っていければ と思 って います0

まだまだ未熟 者でござ います.今 後 ともこ指尊 、

ご鞭燵のほ どどうぞよろ しくお願い申 し ヒげ ます。
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助教授紹介

教雑 学`薩 藤 田 智

lli身大学 札槻医科 大学

放射線医学講座 秀 毛 範 歪

山身'く学:血 訳 入学

昨 年4月 か ら皆様 にはた いへ んお世話 にな ・⊃て

います。 思えば 、医 者にな って は じめて出張 した

の が旭川 赤r`y病 院、そ の後通算5年 間仕 事を さ

せ て もらったの が市 立旭川 病院 、二 人の チ供 が生

まれた の も旭川 、実 験(虚 血 心筋)の お世話 にな っ

たの も旭 川医大薬理 と、医 者にな ってか らは不 思

議 と旭川 に縁があ る生活 を して きた よ うに思 い ま

す.多 くの出張 先 でICU、 救急 関係 の仕事 を主 に

させ て もらって き ま したの で、それ が旭川医大 で

お役 に立てば と考 え てい ます。 よ ろ しくお願 い し

ますa

私は、昭和60年 に金沢大学 を卒業後、同大学核

医学教電に入局し.以 来、核医学(特 に放射性 ト

レーサの体内動態解析による臓器血流、機能の数

量化 とその臨床応用)を 専門にしています.平 成

6年 に本学放射線科の所属 とな りましたが、この

9年 間s公 私を通 じて非常に良い環境の中で仕事

をさせて頂き、お世話にな りました本学職 員の皆

様には大変感謝しております0微 力ながら、今後

も診療,研 究に努力 していく所存でございますの

で、どうぞよろしくお願いいたします。

胸理学 本 間 龍 也

出甘大学:』 ヒ海道大学

平成15年4月1口 付けで 本学助 教授 へ と冒任 さ

せて 頂き ました。 平成5年3月 に北海道 大学で 博

士の学位 を取得後.同 年4月1日 に 木学講 師 と し

て採 用 され て以来 ち ょうど10年 目です。 その間,

・般 教 育は もとよ り基 礎 ・臨床 並び に看護学科 の

諸 先生 方に折に触 れ ご指導 賜 りま した。 この場 を

おlll午りして お礼 申 し上げ ますa来 年度か ら国 立大

学が独 立行政 法人 へ と変わ ります6こ の新 しい枠

組み の中で学 生に と って最 善の教 育方 法 を模 索 し

なが ら今後 も頑張 る所 存です0よ ろ しくお願 い致

します。
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`

卒 業 生 の 動 向(医 学科)

去る3月25日(火)に 本学を卒業 した艶 名の

勤務{速 絡)先 は次 の とお りです。

勤務(連 絡)先 1
司

史

司

仁

賢

希

康

貴

健

亜

勤務(連 絡}先

卓

子

文

后

之

子

子

太

子

廣

美

.
延

雄

之

稔

玲

也

子

弘

.
人

子

介

司

弥

剛

ラ

聡

夫

規

高

正

豪

充

嗣

郎

貴

明

志

伸

吾

昭

浩

十

介

太

純

裕

政

久

稲

詠

雄

紀

賢

有

健

昌

健

裕

雅

昇

俊

光

央

質

俊

浩

伸

サ

善

義

陽

和

.
英

康

健

大

砥

峰

健

文

仁

祐

田

野

間

茂

城

野

口

野

田

阪

沼

U

地

木

暮

村

田

藤

池

川

枝

岡

岡

邉

野

橋

藤

田

瀬

林

野

村

ロ

ト

本

橋

山

友

山

島

村

林

藤

木々

岡

天

儀

丸

宮

中

山

塩

池

橘

木

大

田

ド

鈴

小

川

横

佐

龍

北

此

松

藤

渡

坂

高

加

鎌

野

若

金

中

山

坂

岡

板

内

大

奥

嘉

北

木

小

齊

佐

伊勢崎市民病院

大埴市民病院

沖縄県、1`中部掴院

京都大学 脳神経外科

京都府立医科大学 小児疾患外科

京郁府立医科大学 塵婦人科

群馬大学 産婦人科

慶応義塾大学 整形外科

慶応義塾大学 形成外科

厚生連佐久総含病院

,駆生労働省 医系技官

神戸大学

自治医科大学 心臓血管外科

社会保険中京病院

市立'ド田病院

千葉大学 放射線科

千葉大学 第1内 科

千葉大学 第2内 科

天理ようつ相談所病院

東京女子医科大学 精神科

東京女了」医科大学

東京女チ医科大学

東京大学 小児科

東京都済生会中央病院

東北大学 小児科

トヨタ詫己念病院

虎ノ門病院 外科ローテーション

名ll渥第 ・u赤病院

幅岡大学

Ill口大学 器官制御学

旭川医科大学 産婦人科(大学院)

旭川医科大学 第3内 科(大学院)

旭川医科大学 第3内 科(人学院)

旭川医科大学 精神・神繕科〔大学院)

旭川医科大学 第2内 科

旭川医科大学 麻酔科蘇生科

旭川医科大学 第3内 科

旭川医科大学 第1外 科

旭川医科大学 麻酔科蘇生科

旭川医科大学 整形外科

旭川医科大学 第臼内科

旭川医科大学 第2外 科

旭川医科大学 第1外 科

旭川医科人学 整形外科

旭川医科大学 脳神経外科

旭川医科大学 幣形外科

澤

澁

清

杉

鳥

西

林

松

南

渡

菊

金

阿

奥

田

丸

田

濱

林

田

谷

士

山

越

山

藤

井

野

柳

藤

薬

鍋

藤

太

梶

小

高

中

幅

松

舟

南

奥

安

十

水

高

佐

千

眞

⊥

章

也

郎

久

薫

太

智

睦

英

尚

加弥乃

上

あ や

祐 希

亜貴恵

紀 了

江[貝香

夏菜子

功

旭川医科大学 第3内 科

旭川医科大学 第2外 科

旭川医科大学 眼科

旭川医科大学 麻酔科蘇生科

旭川医科大学 第3内 科

旭川医科大学 眼科

旭川医科大学 第1外 科

旭川医科大学 第1外 科

旭川医科大学 第2外 科

旭川医科大学 麻酔科蘇生科

旭川医科大学 第3内 科

旭川医科大学 第1内 科

旭川医科大学 放射線科

旭川医科大学 整形外科

旭川医科大学 第1内 科

旭川医科大学 小児科

旭川医科大学 皮膚科

旭川医科大学 第1外 科

旭川医科大学 麻酔科蘇生科

旭川医科大学 眼科

旭川医科大学 放射線科

旭川医科大学 産婦人科(大学院)

旭川医科大学 産婦人科(大学院}

旭川医科大学 麻酔科蘇生科

旭川医科大学 小児科

旭川医科大学 眼科

旭川医科大学 産婦人科

旭川医科大学 小児科

旭川医科大学 小児科

旭川医科大学 小児科

旭川医科大学 耳縣咽喉科

旭川医科大学 小児科

旭川医科大学 第3内 科

旭川医科人学 第1内 科

旭川医科人学 第1内 科

勤医協札幌中央病院

勤医協札幌中央病院

勤医協札幌111央病院

勤医協札幌中央病院

札幌医科大学 第2内 科

札幌医科大学 救急集中治療部

札幌医科大学 第1内 科

北海道大学 第1内 科

北海道大学 第2内 科

北海道大学 精神 ・神軽科

北海道大学
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卒 業 生 の 動 向(看 護学科)

去る3月25日(火)に 本学 を卒業 した65名 の

勤務(連 絡)先 は次の とお ηです 。

名氏

子

美

綾

子

佳

美

子

子

子

枝

織

奈

r

静

奈

り

子

衣

里

子

希

了

子

子

奈

子

実

江

気

r

了

奈

美

由

ど

希

合

未

幸

久

佳

知

真

淑

聖

淳

山

佳

佳

法

美

美

み

順

麻

美

陵

真

敦

覗

道

加

育

真

百

優

陽

奈

玲

希

谷

山

村

野

橋

藤

友

田

田

下

見
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氏 名 勤務(連 絡)先
一

秋田市保健所 保健師 中 條 咲 香 旭川医大附属病院 看纏師

紳奈川県立子供医療センター 看護師 林 有 紀 旭川医大附属病院 看護師

亀田 メディカルセンター 看護師 皆 川 智 映 旭川医大附属病院 看護師

亀田メデ ィカルセンター 看護師 村 居 佳名子 旭川医大附属病院 看融師

亀口」メデ ィカルセンター 看趨師 吉 永 ひ いな 旭川市立病院 看護師

川崎市立川崎病院 看渡師 阿 部 朋 加 魍川赤十字病院 助産師

北里大学附属病院 看穫師 工 藤 ゆか り 癖見沢保健所 保健師

北里大学附属病院 看渡師 柿 沼 由紀美 江別市立病院 看護師

北里大学附続病院 看護師 田 仲 里 江 追分町 保健師

神戸大学附属病院 看護師 角 張 伸 之 圭泉会病院(東 川}揖 護師

国1L際 医療セ ンター 看護師 田 村ri沙 美 札幌医大の関連病院 癒護師

国立長崎医療セ ンター 看護帥 竹 原 彩 札幌医人附属病院 看護師

順天堂大学順犬堂浦安病院 看護師 中 川 麻衣・チ 札幌医大附属病院 看護師

順天堂大学順天堂浦安病院 看護師 橋 堀 志津香 札幌医大附属病院 春護師

庄内余[病 院 看護師 橋 本 さつき 札幌医大附属病院 看護師

湘南鎌倉総合病院 看護師 山 本 望 美 札幌医大附属病院 看護師

市立池田病院{大 阪府)看 護師 占 田 明 子 札幌医大附属病院 看護師

聖母女子短期大学専攻科助産学 菅 原 史 子 札幌医大附属病院 看維師

千蜷大学附属病院 禰護師 吉 田 聖 子 札幌医大附属病院 春護師

千葉大学附属病院 助産師 Ilデ 田 紀 子 札幌医大附属病院 哲議師

東京医科大学(神経科病棟)看 護師 稲 目」 ユて 澄 札幌厚生病院 揖躍師

東京慈恵医大附属柏病院 看護師 新 林 山香利 札幌厚生病院 看讃師

東京慈恵医大附属第 こ病院 看艘師 西 谷 友 希 札幌厚生病院 看護師

東京慈恵医大附属病院 看護師 II1居 優 子 道立保健所 保健師

東邦大学附属病院 看護師 五十嵐 ゆか り 風連町 保健師

H本 医科大学附属病院 看護師 坂kf]治f フレンチ レス トラン(旭 川)

横浜市if医 大附属病院 看謹師 小 岩 あ き 北大附属痛院 脊護師

愛全会病院(札 幌)看 護師 野Ll唱1突 北大附属病院 看護師

旭川医科大学 田 中 恵 北人附属病院 看護師

旭川医大附属病院 看護師 西 択 絵 美 北大附属病院 看蹟師

旭川医大附属病院 看護師 lll田 郁 美 北海道教育大学大学院

旭川医大附属病院 肩縷師 笹 川 絵 美 ㈱ リクルー トホ ッ トペ ッパー

旭川医大附属病院 看護師
一

7月5口(土)に 横浜国際総合競技

場にて第72回H本 学生陸 ヒ競技対校選

手権大会{口 本学牛陸上競技連合主催)

が行われ、男子3000m障 害倒 人戦にお

いて木学医学科第3学 年 榊原 学君

が、第6位(8分58秒52)の 成績 を納

め ました。

馴 鋼

鮒鹸量 倉

■ロ男子300σ 肌50

"6値

隔 榊 ゑ 学

隣購 畑 川 匡科 犬寺
肥鼻 呂牙 盲訂紬62

崩断 樋訴回鼎髄舎彊披塒

栄誉を讃える
畢戚=、,町7岡 よ畔

麗日ホ早生匪上鮪槻

.認 輸 濃

8月23日{土)に 東京都江戸川スボ

ーッセンターにて第65回 全国かるた競

技学生選手権大会(全 口本かるた協会

主催)が 行われ、A級(4段 以上)の

部で本学医学科第2学 年 出凍大地君

が、準優勝に輝きました。

お二人の健闘をたたえると共に、皆 さんにお知 らせしますp
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ψ 鷲愚轟蕪潔嚢黒織勲粥議鴛燃熱綴篇蕪姦みて

私は1ま で外科 系の科 しか 回 っていな いので、

偏 った意 見にな るか もしれ ません が,私 は新 しい

カ リキュ ラムにな ってよか った と思 って いる こと

が2点 あ ります{先 生方か らは前 の カリキ ュ ラム

とあ まり変わ らないよ と言 われます が,,,)01

点は患 者 さんを担 当 し、カルテ書 きがで きる とい

う点です。 なにか 日分 に責鉦 感が 生まれ、患 者 さ

んの状態 を正確 に知るため.お 話 を何 度 も聞 きに

いきま した、、また カルテ は公的文 竜であ るため,

間違 った事は書けな い といろんな 文献を調べた り、

先生 方に聞 いた り、lli'1:方の治療 方針 にすば や く

聞き耳をたてた りしました。 これ で、『やれるだけ

の ことは.し たか も』 とい う自分 の達 成感が 得 ら

れ 、白信 にっなが りました4も う一点 は、新 カ リ

の説明 を して くだ さった先 牛方か ら 「参加 型 とい

われる くらいだか ら、(指 導医 に迷惑がかか らな い

程度 に)積 極的 に行動 しな さい」 と何度 も強 く言

われ たため、 白分 で も信 じ られな いほ ど積極 的に

なれた ことですa

医学科第5学 年 箭 原 希 実

さ らに、新 カリのなかで患 者の気持 ちを理解で き

るた め に,医 療行 為 をもっ と体験 した いですbつ

ま り.自 分 が被検者 と して 経験 を した い という こ

とですa例 えば、麻酔 科実 習で 笑気 を吸ったTIC``.

私の 様子が ど うだ ったか を友 人のY君 に聞 くと、

Y祁 は下 を向 きな が ら[に 手を添 えて 「くっ1」

と小 さく笑 いなが ら 「ヤ ハ ラさんが一 番 イカ レテ

タ」 と言いま した9私 は顔 が カー ッと熱 くな り、

穴が あった ら入 りたいよ うな気持 ちにな りま した0

で もこの体験 か ら、笑気 を吸 うと どんな感 じがす

るか だけで な く、自分の意 識で きな い問 の行動 を

他 人に 見 られ るこ との恥ず か しさを知 る ことがで

きr私 にとって いい経験だ った と思 います0笑 気

をか け られ た時 の患 昔さんの気持 ちがわか',た か

らです0や は り、百聞は一 見に しかずですu

最 後 に、ご指導 くだ さaた 先生方.暖 か く見守

って くれた患 者 さん、協 力 して くだ さった 医療 ス

タ ッフに感謝 します。

嘲

II難麟の蕪鞭 謙 麹 、ラ聯 覇 鵜撫 灘灘

○一般教育

○基礎医学

○臨床医学

○看護学科

学生等のセクシュァル ・ハ ラスメン トの柑談 への対応 に関する要項の改卍

に伴い 、次の方 々が相談 員に決 まりま した。

ll=期は平成17年3月31口 までです。

教 授

助教授

助教授

教 授

教 授

講 師

知

子

浩

代

リ

子

喜

力

美

要

恵

和

ユ

由

水

藤

浦

部

田

林

清

伊

松

服

升

○保健管理センター

講 師 武

保健師 藤

明

世登美

井

尾

(学生課)
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広轍 謹翠がぐらおがゴがボ攣め籏一ム綿』・ジに":

旭川医科 大学 ホームペー ジに広報誌 「かぐらおか」が掲載 さオ'1ました。

トップペー ジの ・学生課の項 目 お知らせ、研究 生の次に広報誌 「か ぐらおか」の項hが 加わ

りましたa第113号 か ら始めましたが、順次追加 して最新 号までの4itr1分を載せる予定です。(学生課}

A6轟hikawe聞odio齢IOo11● 暉oHemeP遭 暉e 1/2ペ ージ

,学 壷 ・鵬 湊虫 等の闘儒情職
レ噌●・欄賓壁・レン軍ジウ』騨In」r*一重
,略唾麟膚壁寧貫睡胃●七しh胴馴■・
■酔脅司,,h■
,噛」鴫畦貫量酬,占しr_p冒●・閣●●の
+x-e
,礪 遼繭麿1唱唱,邑L

,掴lll匪 科大 学縣皇フ才一ラム

,更 噺犠田

膨大 学楓肇1,聰。爬伽・

)大 学 室内

,λ 誠 惰轍

,行 改文寳

,敏 曹貸耳
国富帽輯,■爬盾ro.十-76AadA「
,学 生生話

レ匿科フエ汎タホームベージ

)位 配・交通禰 閣

レ準覇 昂

騨「匪学 科{晶 樋 医学)

,匪 学科{酷 床 匪掌)

,看 謹宇 科

,一 鹸徹 宵等

,耐 属 図書薗

,附 馴 稿鵬

,助 物 翼融鰯設

,実 験 寅智帽讐センター

)故 射柱 陶並元素 研寛櫨設

雛i瓢 　鯉 燈驚飛
il荒

トビッウス

平醸5年09月 田日 叩戚16隼度晒修匿算串について儲4回 課用試鹸)
平融5年 叩月12日 甲皿旭年寵弐学院匪学研究科修士裸穗傷 塵学専寂}学生菖集要項
平醸5年 ロ丁月30日 平皿1日年度署置融員轟集について
甲醸5年07月15日 甲席匙18年度入学{旨・遡棲璽項
甲岐5年07月09日 平戚16年 度匪学郁署瞳孚科第3年凍掴λ学
甲戚4年09月10日 平戚14年大学概畏

各 種 惰 報

旭川量科糞雫畢内期ユ蝉 ●直覇謙 ■剛口購焼
掃・ レ孚内園定利用,お 知らせ

曙 謀 廟隅;畠 灘 鶴 案等=嚢護柔;議7
ウljツク」た
情線に稿動します.■ 附属図画酋 ●助物寮験鰯設

,お 知らせ,施 設¢紹介

劇霊膿臭習欄購 センター ■繭轍蛆咀センタ■一
｠お 抽ら廿,軒 着惰綴

s停 止寮丙

・学圭諏

,お 臼らせ

,研 究生

1耽 欄 「か亡らおか」1← こ こ を ク リ ッ ク し て 下 さ い

r医大祭を終えで』

医大祭実行委員会実行委員艮 松 森 友 昭

今flllの医 大祭2{}{〕3晴式され る大学」の実 行委

員長をさせて いただ いた松 森 ム(昭ですn今 年の

医 大祭を思 い返 し振 り返 りてみ ると、医 大祭の
,.な どの知識が全 く無 いところか らの ス

ター トで した し、戸惑 う 事もた くさんあ りま し

たaそ して もちろん ・年 に ・度 しかな い、 規模

の 大きな イベ ン トですので さまざまな問題 があ

らゆ ると ころで 生 じま したvし か し問題が 生 じ

た時は実行 委 員 ・大学関係 者の皆 さんが惜 しむ

ことな く協IJし て くれた ことによ りて無 事に問

題 解決 をで きた 事が 多々あ りました。 その よ う

な協)fが あ ったか らこそ今f「の医 大祭は多 くの

人々が足 を運 んで くれ ま した し 医 大祭開催 に

おいて旭川 市近隣住 民のみ な さん の協 力を得る

こともで きま したd実 行 委員長 を していた私 と

しては今年 の医 大祭は成功 した と思 います し、

とても満足のい く結 果であ りましたn

今年の医 大祭開催 の準備 にお いて私達 は医大

内 の友 人や 医師 の 一先牛方は もち ろん 、パ ンフ レ
・ソトの広歯 脇 腔ご協 力〔7)お願 いや医大 祭の宣伝

な どを通 して 大学内 ・外の 普段 の学 生生活 では

触 れ台 う事ので きない 人々や 社会 にも触 れ る嚇

がで き、 とて も多 くの ことを体験 し学は1せて い

ただ き ました。 うい う経験 ・知識 とい うのは

学 裳では得る ことが で きな いもので あ りますが、

将来 、'f.派な医師 となる トで勉学 と共にとて も大

事 な ものだ と思 います。 とて も辛 い出 来事 もあ

りま した が、こ ういった 大切な.そ して 得難い経

験 をさせて くれた医大祭 に私は感謝 していますD

最 後 にな り ま したが 、 今 年度 の 医 大祭2003
「試 され る大学」 を開催す るにあた り 我 々の

試み を快 く支援 して ドさ・1〕た大学関係 者の 方々、

広告・・協賛 という形で御 協 」」頂 いた 方々 そ し

てご来場 頂いた全 ての皆様 に心 よ り御 礼申 し1二
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{う月1{)日にll完内感染無1策委員会 目崔で 教職 員.・

学 生 を対 象 に緊急SARS対 策 セ ミナ ー一と して

ISARSウfル スについて」1講 師 微生物学講 座

「SARSの 予防 と対応 の実際1

・内科講師 大崎能伸)が 開 催 され ま し

また,同 教擾 による連続講演 としてh月14

口に医 ノく祭実fry;員 会4三催で 一般 市民を対 象に

公開講座 として[身 に辿 る危険!!重 症急性呼{吸

呂鼻サ卍イ1奨群(SARS)ヰ ニ『)し1-C」、6月27日 『こOま`呆

健管理セ ンター 聖催で ↑究学 年学 生 を対象に 「重

症急性呼吸 器症候 群 〔SAIモS)の 現状 とそ の予

防 について 」の特別講演 を1珊催 し、参加 した学

lrf民に、SARS対 策 に関 寸る最 新

情報(発 症 の特 徴,症 状 、r防 策 、 治療 、悶 題 、

検 査}に つ いて 周 知 、 徹 底 を 図 り ま した,,

〔学 生 課)

課外潜動用の製氷器が設置されました

福利 厚 生棟1階(売 店 前rl販 機 、 ウ ィ・一一ター一

ケー一つ・一横}に 製 氷器 が設 置 され ま したG

・度 に 多 鼠に使 ・」た りせ ず 、 各 ク ラ ブ等 で 譲

りあ 一,て使 川 しま し ょうO

また、2階 保健 管理 セ ン ター の製氷器は緊急

時に必要なので 、IIIる だけ使川 しな いで くた

さいa(学 生、深)
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[塵壬i鍵塑逃 式
平成15年 度博{1学 位11己授 与式が、6月3{川

〔ID午 前Kl時 か ら第2会 議室 にお いて行わ

れ.次 の9名 が医学 博士 の学位 を授与 され ま

したOl学 生課)

課程 博L浅 井

羽廣

及川

有倉

論文博1二 飯田

1'll

大坪

人

也

輔

潤

眞

敦

賢

康 人 ・三浦

篤男 ・川 合

誠治

生体情報調節系

細胞 ・器官系

生体情報調節系

生体情報調節系

貴徳

亟久

製

」
騰
馴

.匿
写

冒
7

"
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更衣ロッカー室を物置にしないで

私は ロッカー ですV学 生の梼 さんの私物 や

実 習のための 白衣、寒い ときの ゴー ト等 を預

か ・」て皆 さんの役 に立 とうと思 ・♪ています。ll1

が4つ に仕切 つて あるので.私1台 で4人 分

の お世 話がで きます,7平 べ'ノた い顔 ですが 、

1中間と勢ぞ ろ いを して、かっ こよ く立 ってい

ます。そ んな私の ところへ使用Lが や ・」てき

ました。

夏の部活 で疲 れた ので しょう、飲み物 を手

に して い ますU私 の.Lに 翫 いて、持 ち物 をIlll

し人れ して い ます。飲み終わ ・〕てrに なa

た ようです が、空の容 器は私 の ヒP私 は 臼分

では動け ませ んu頭 の ヒに物 を 襲せ られて も

どうにもで きませ んe:さ らに足元に よで物 を

置かれ ま した。 いつ にな 一}ても誰 も持 コて い

って くれ ません。 タスケテー。

放置物品だ らけだ った 更衣ロ ッカー室を片

付けた口の夜に,こ んな夢を 見ま したit

いらな くなxた 物 や・rt:の容 器はごみ箱へ、

きれいな ロ ッカー室 に して気持 ちよ く利川 し

ま しょう。 また 、何 か不都 合が あ一・た り箭 号

札 がな くな ・」た りした ときには 、遠慮 な く学

生課 に申し出て くだ さいa(学4三 課)

魎 φ1左めの音楽による医大祭

室内!_L.li奏け1による ロ ビー コンサ ー トが6月14

11{L)15時 か ら附属病院IE面 玄関 ロビー にて

聞催 され 、間 近にいなが ら医大 祭を見 に来 られ

な い人院患者 さん達 のため に、弦 楽 コンサー ト

が届け られ ま した6

11頃 の成 果を 見て も らうため.何 度か メンバ

…が 人れ替わi) ,そ の都度 ジャンル も変えての

演 奏に、 ほぼ満 席の会場は惜 しみ ない拍 手を送

・」て いま した。
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外国人留学生夏季オ リエンテーション

・1`成15年9月2釧1{金}に 外国 人」留学生 夏季 オ

リエ ンテーシ ョン及び交流会が実施 され、在籍

留学生10人 巾{1入 とその家 族6人 及び教職 員が

参加 しました0

北海道の 大自然 を 見ても らお うと、 大雪山連

峰 の旭 岳のふ もと、姿 見の池め ぐりをhrf・.画しま

した。 しか し、曇 りか らあ いにくの雨 とな り、

周 りの身近な 景色だけと、北海道の 大白然の厳

しさを見る 工ととなって しまいましたu

〔学 生課)

1
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第50回北海遵地区塞学体脊天蚕1

第50回 」ヒ抽∫道丑也1べ大学イ本育大会は.」 ヒ海道

大学が 当番校 とな 打7月4Hぐ 金)㌔21口(月)

のm日 間、道内の 各国公私 、14〔〕大学40ii量位 大

r"rte
1か ら約4.30⑪ 名の学 生が参加 し、北海道大

,.rr・i二会場 として札幌 国際 た学
、北星学閲 大

学、酩農学園 大学の協11と 共に札幌 市、江別

市 の15会 場で行われ ま したn

本学か らは15Nに 約1(10名 が参力llしま し

たV

ソフ トテニ ス〔男子}が 準優勝を飾 り、総 合

成績は男子 が8位 、 女fが12位 で したV

また、陸L競 技個 人で4〔川m〔男 子)に 医学科

4年 の長尾 知行君が;3位 、1.50⑪悩 男1勺 に医

学科3年 の榊原 学れが優勝.男 子 走高跳 に

看護学 科2年 の原谷 俊治 君が 準優勝 、$t〕Um

(女 の に医学科3午 の 野崎綾 チ さん が第6位

の成績 を収め ました。(学 生課)
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串学箒襯,

第46回東日本医科学生総合体育大会

第46回 東口本医科学生総合体育大会(夏 季

大会)は 、7月28日(月)～8月15Fl{金)ま で

山梨大学医学部、東邦大学医学部、東京医科

大学、慶磨義塾大学医学部が主管となaて 行

なわれました。

本学からは30種 目に約300名 が参加 しまし

た.

今大会は.ゴ ルフ(女子)優 勝

バレーボール(男子)準 優勝

バ ドミン トン(男子)準 優勝

パスケッ トボwル(男 了り

準優勝

弓道 準優勝

の活躍ぶ りで、総合5位 となりました。

また、陸上競技個人で400m(男 子)に 医学科

4年 の長尾知行君が準優勝、800皿(女子)に医

学科3年 の野崎綾予さんが第8位 の成績を収

めました。(学 唯課)

一 由-　 _

樋 口'㌔ 皿位
一 一一

優 勝 準 優 勝 旭川医大

総 合
男女部門1 筑 波 大

優 慮 大
東京女子医大
東 北 大

5位

女子部門 東京女子医大 山 形 大

陸 上 競 技
男

一一 【.

慶 旙 大 新 潟 大
女 東 北 大

一

東京女子医大

準硬式野球

札 幌 医 大
弘 前 大

北 海 道 人
山 梨 大

5位

テ ニ ス
男 策 京 医 大

束京女r医 火『一

東 京 大

女 弘_.醜_左
自 治 医 大

ソフトテニス
男 東 北 大 4位

女 東京責済医大
F

狽 協 医 大一

卓 球
男 筑 波 大

群』 馬一 κ

東 北 大 8位
女 北 里 大　

バレーボール
男 札 幌 属 大 旭 川 医 大 準優勝
女 千 葉 大

一 一 一

群 馬 大
_一 一
5位

バ ドミントン
男 山 梨 大 旭 川 医 大 準優勝
女 山 形 大 信 州 大

サ ・ソ カ ー 東 北 大 東 京 医 大
.一 一

パスケットポール
男 北 潅 道 大 旭 川 医 大 準優勝
女 北 里 大 東京女子医大

柔 道 岩 手 医 大 防 衛 医 大
剣 道 東 京 医 大 防 衛 医 大 改子麟細
再 道 新 潟 大 旭 川 医 大 準優勝

水 泳
男 千 葉 大 慈 恵 医 大

女 東京女r医天 埼 玉 医 大

ゴ ル フ 翌}.
女

農 慮 大 慈 恵 庶 大
旭 川 医 大 慶 慮 大 優 勝距

ハ ン ドボ ー ル

一 〒

筑 波 大 慈 恵 医 大 12位
ラ グ ビ ー一 弘 前 大 慈 恵 医 大

空 手 道 男
女

縦
形
億手

形

弘 前 大 札 幌 医 大
弘 前 大 防 衛 医 大
自 治 医 大 山 梨 大

一

一山
形 大 防 階 医 大

ク ラ ブ 今 昔

(旭川医大女子バスケットボール部)i

女子部一キャプテン 澁 谷 英 子

私たち旭川医大女子バスケ ットボール部は、

顧問の精神医学講座千葉茂教授、そ してた くさ

んのOB・OGの 方々に支えられ、現在週3回 活

動しています。

昨年から部員数がかなり減 り,現 在は少人数

で練田をしています。 しかし、人数が少ないた

めゲ,一ム形式の練習などはなかなかできず.男

子バスケ部のみんなに練習相手になってもらっ

たり,他 校生に合同練習をお願いするな どして

います。

女子バ スケ部は今年度2人 の新入生を迎え,

部員計7人(う ち1名 マネージャー)が5月 に秋

田県で開かれた北 日本医科学生バスケ ットボー

ル大会に参加 しました。結果は3勝1敗 、総合

5位(下 位 リ0グ1位)と いう成績で した0こ の

大会では1隼 牛2人 が新人寅をとり、2年 生1

名が得点 モ三を獲得するなど、上位 リーグ優勝は

果たせなかった ものの、個人として力を発揮で

きた選]三が多かったと思います。その後、医学

科の部員が足 りず、8月 に行われた東目本医科

学生総合体育大会{束医体)に は残念なが らlll場

できませんで した0

私達の部は小 ・中 ・高とバスケ ットボールの

経験 のある部員から、大学に入るまでパスケッ

トポールの経験のない初心者まで様々です。そ

のため学年を問わず技術を高めるためにプ レー

を教え合い、支え合いながら活動 しています。

バスケツ トボ0ル という一・つのスポーツを中心

に集まったみんなが、楽しい思い出やつ らい思

い出を分かち舎いr人 間関係を築いていくこと

を私は大変すば らしく思っていますA私 達の活

動を支えて下さっているOB・OGの 方々の伝統

を忘れず、またそ

れを引き継いでい

けるよう、常にバ

スケットボールを

みんなで楽 しみな

がら練習に励みた

いと思いますa

一18一



[=亟 嚢繊
救急医学講座の現況

救急医学講座教授 郷 一 知

昨年12月 か ら旭川医 大の救 急医学講座 を預

かる ことにな りましてか ら'卜午以fに な 『〕ま

したA

旭、川医大救急 部の現 在の体 制をご紹 介 しま

す。救 急医学 講座 には教授の ほかに札幌 医大

麻酔科出身で救急 の分野で も経験の豊富 な藤

田助教授.旭 川医大出身で 小児の循環器専門

の津 田助手がお ります。集 巾治療部所属の藤

本講師 、上田助手、高橋助 千(そ れぞれ麻酔

科 、 ・般外科、循環 器内科 出身)と 一緒 に救

急を担 当 して います。 その他 に、内科か ら二

人、外科、1整形外科,脳 神経外科、そ して麻

酔科 か ら一一人ずつ総勢12人 で当直 を含めた24

時間の救急体制 をとって いますa学 内 の各臨

床科の医師 には救 急専 用のPHSを1台 ず っ

持 一〕て もらい、いつで も専門医の診察が 可能

な救 急体制 とな りま した。 どの科 も連絡す る

とす ぐ救急 外来に駆 けつ けて くれ、迅速 な対

応が ロ∫能です。

藤田助教授 を中心 としたスタ ッフの活躍で、

[t1内や旭川周辺の救急隊 との連構 も良好 とな

りつつあ り,救 急 車によ る患者 さんの搬入 も

増加 しつつあ ります.ま た、BLSの 講習会

の開催 も回を前ね るようにな り、ACL$講

習会の開催 も予定 しつつあ ります。

しか し.救 急 病床の確保.旭 川市内の=次

救急への参加r救 急 部 としての患 者 さんの登

録、医師 と看護師の確保等、今後解決 しなけ

ればな らない間題 も少な くないため,尚 一層

の努 力と皆様の協 力が必要です0

カリキ ュラム変 更によ 一」て5学 年 も臨 床実

習 をするよ うにな り、実習内容 を充実で きる

よ う努力 して います0来 年か らは卒後臨床研

修 の医師 も加わ りますので 、卒業 した らす ぐ

戦力にな って もらえるような教育 を今の うち

か らして いきたい と思っています。

大学にいて一 番嬉 しい ことは、毎年多 くの

新 しい学 生の皆 さんや研修医 の皆 さん に接す

る ことができる ことです。 いつの 口か、私 共

が何 気な く言った 言葉 が若い誰か の胸の 中に

残 るよ うな ことがあれば望 外の幸せ と思 って

います。

磯

全騰騨鴇鵜鯵

昨`iこの東医 体で悲 願 の優勝 を果た した男

子 バスケ ッ トボー ル部が 当 番 とな って 、全

医体 のバ スケ ッ トボール が8月13H～15口

までr旭 川 市総 合体 台館にて行われ ましたP

写真は順犬堂大との試合

(学生課)
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1滞撒 瞥の蝋 欝 購
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第=外 科

小児科学講座

周産母子セ ンター

小児科

放射線科

周産母子センター

第二外科

英語

アドミッションセンタ・一

講 師

助教授

助教授

師

師

師

師

講

講

講

講

助教授

助教授
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改 革

駕

長 沢 研

最近 、会議 に出席す る機 会が 多 い。 大1会 議

の出席者は 各科 、各部 門の重要 な役職 、中心 とな

・♪てお られ る諸 先輩 方ばか りで あ り、私 の よ うな

若造 は まず いな い。 そ うい うわ けで、 会議で は い

つ も居場所が な く、小 さ くな り事の成 り行 きをみ

て いる。それ は さてお き、会議 の巾身 をみてみ る

と、研 修 義 務 化 に伴 う卒 後 臨床 研 修r全 国 統 一

⑪SCI、 チ ュー トリア ル、電 子 カルテ.病 院の再 開

発な どであ り、 また6月 か らの包 括医療 の導 入、

来春か らの独立行政 法人化 の話題 も日頃 よ りあ り、

まさに改 革期であ ることを感 じず にはいられな い4

会 議に参加 して感 じるこ とは 、あ りきた りだが

改 革 とい うの は非常 に困難な 作業 である とい うこ

とで ある。 大学 、大学病 院 とい う大きな組織 では

関わ る部門が多 く、意見 調整 とい って もたやす く

はな い。 ほ とん どの 人は協 力的だ が、稀 にそんな

ことは や りた くな いといった意 見 も聞かれ るDま

た.我 々は医療お よびそれ ぞれ の診 療の 専門家で

あ りrこ れ ら経営等 に関 しては決 して詳 しい とは

言 い難 い。 ま とめ る方 々の苦労は 並大抵 のもので

はな いと推測 できる。

この原稿 の執筆 中、 白民党 総裁選 がTTわ れ てい

るa結 果 は現 在でて いな いが,お そ らく小 泉純 ・

郎氏 が勝 つといわれ て いる。構 造改革L構 造改革

と ここ数年叫 び続け て いる小泉 首相だ が実際 のと

ころ遅 々として構造改 革は進 んで いな いよ うに見

え る{大 学 の独 立行政 法 人化は実施 され たが)。

利権 を持 つ抵抗 勢力や官 僚 の抵抗 は予想以 肚に強

いよ うで、政官 業の癒 着は解消 されず,そ の うち

日本が つぶれ るのでは とまで思 って しまうn

後6'}の で きない変革 の今、 我が大学 では諸 先

輩 の ご尽力のお かげで 、比較的順 調 に進行 して い

るよ うに見え るn抵 抗勢 力 とい うものは 存在 しな

い と思 うが、一連 の改革 の中、 よ りよ い旭 川医科

大 学、附 属病 院 とな る ことを期待 するvあ り得な

い とは思 うが改革 の波 にの まれ 、 十年後 に 白分の

母校 、そ の附属病 院がな くな るのでは ち ょっ と寂

しいb
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